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1.模型実験のねらい 

擁壁には様々なタイプがある(図-1)。擁壁のタイプによって安定メカニズムが異なる。

様々な擁壁の模型実験を通して、それぞれの安定メカニズムを表現した。 

図-1 擁壁の分類（文献 1)に加筆) 

2.擁壁の種類と安定メカニズム 

2-1.重力式擁壁(写真-1) 

①躯体自重により土圧に抵抗するコンクリート製

の擁壁。 

②曲げ引張り応力に抵抗できないため、大きな断面

が必要となる。 

③適用高さは一般的に 5m程度以下。基礎が岩盤の

場合は、10m～15m 程度の規模にも適用される。 

④重力式擁壁は、躯体の自重を増やすことで安定す

る。 

写真-1 重力式擁壁 

(石垣) 
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2-2.石垣 (写真-2) 

①石を積み重ねて作った擁壁。 

②上部を急勾配、下部を緩勾配とする寺勾配が用い

られる。 

③寺勾配とは、示力線(任意深さの合力が作用する点

を結んだ線)を考慮した形状である。 

④石垣は、寺勾配にすることで安定する。 

2-3.補強土壁(ジオテキスタイル工法) (写真-3) 

①盛土内に、ジオテキスタイルと呼ばれる補強材を

敷き込み、盛土の安定性を高めたもの。 

②壁にはほとんど土圧が作用しないため、壁厚を薄

くすることができる。 

③適用高さは、一般的に 3～20m 程度。 

④補強土壁は、盛土内のジオテキスタイルによって、

抵抗力が増すことで安定する。 

3.模型実験 

3-1.重力式擁壁の実験 

重力式擁壁の模型は、木の板を台形に切って作成した(写真-4)。

高さと天端幅を変えず、底板幅を変えることで躯体の自重の違い

を表現した。台を起こしてナットに重力を作用させると、自重が

軽いと倒れるが、重くすると倒れない(写真-5)。躯体の自重を増

やすことで安定するメカニズムを表現した。 

写真-2 石垣(松江城) 

写真-3 補強土壁 

写真-4 重力式擁壁の実験(初期) 

写真-5 重力式擁壁の実験:(a)躯体自重が軽い場合,(b)躯体自重が重い場合 

(a) (b) 



3-2.石垣の実験

石垣の模型は、積み木を重ねて作成した(写真-6)。積み木の重

ね方を変えて勾配の違いを表現した。一定勾配(5分)で重ねた場

合は積み木にはらみが見られたが、寺勾配で重ねた場合は積み木

にはらみは見られない(写真-7)。示力線を考慮した寺勾配にする

ことで安定するメカニズムを表現した。 

3-3.補強土壁(ジオテキスタイル工法) 

補強土壁(ジオテキスタイル工法)の模型は、積み木を重ねて実

験した(写真-8)。積み木の間に厚紙を挟みジオテキスタイルを表

現した。厚紙がない場合は崩れたが、厚紙を挟んだ場合は引抜き

抵抗が増えて崩れない(写真-9)。盛土内のジオテキスタイルによ

って、抵抗力が増すことで安定するメカニズムを表現した。 

参考文献 1）右城猛（2014 年）擁壁工指針に基づいた目からウロコ 擁壁の設計法と計算例,理工図書,p.1 

写真-6 石垣の実験(初期) 

(b) (a) 

写真-7 石垣の実験:(a)一定勾配(5分)の場合,(b)寺勾配の場合 

写真-8 補強土壁の実験(初期) 

写真-9 補強土壁の実験:(a)厚紙無しの場合,(b)厚紙を挟んだ場合 

(b) (a) (b) 


